
病院広報 

“心を綴ったノート” “心が奏でる音” 

病院理念 

“市民の心の支えとなる、地域の中核病院に” 

 

１．疾病の予防から在宅医療までの一環した体制 

の確立を目指します。 

１．安心と信頼の地域医療を目指します。 

１．いたわりの心で皆様の健康と命を守ります。 
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 新年の挨拶                    病院長 追分 久憲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BFH 認定記念講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様あけましておめでとうご

ざいます。 

昨年は大震災や原発事故の傷

も癒えぬなか、山中教授のノー

ベル賞受賞、ロンドンオリンピ

ックでの日本勢の活躍、そして

女子サッカー・なでしこジャパ

ンの活躍等で、国中が元気をもらいました。また年

末総選挙中から、円安株高へと流れが変わり、デフ

レ退治も本格化するかもしれないというので、国内

にはうっすらと希望の光が見えてきた感じがしま

す。今年こそ日本再生のための良き年であるよう祈

らずにはいられません。一方昨年は、当院が WHO・

ユニセフから BFH の認定を受けたのも朗報であり

ました。 

さて今年から当院では、電子カルテを導入稼働す

ることになりました。オーダリングシステムからの

電子カルテへの移行ということになります。一日も

早い円滑な運営が望まれます。 

当院は地勢の不利もありますが、引き続き今年も

安心安全な医療を目指した病院運営に臨みたいと思

っています。 

新年にあたり、皆様

方のご健勝とご多幸を

お祈り致します。 

12 月 16 日、BFH(赤ちゃんに優しい病院)の認

定記念講演会がおこなわれました。この講演会は、

母子分離による児童の変化、児童虐待の背景など日

本の児童の現状を理解すると共に、病院側の母子に

対する接し方やお母さんが赤ちゃんに対して接する

方法について改めて考え直し、病院がより良い方向

へ改善することを目的としています。 

はじめに泉谷珠洲市長、追分院長から挨拶があり

ました。その後、林時仲先生と永山美千子先生によ

る講演がおこなわれ、日本と海外の育児の違いや母

子相互作用(母が子を抱く → 子が笑う、泣く → 母

が対応 → 子が喜ぶ → 母がかわいいと思い、さら

に接する)についてなど、話されました。 

参加した方からは「本院から他院へ母子が移動す

る際、母子同室をさせない病院もある。母子同室を

させてあげたいがどうしたらよいか。」といった専門

的な質問や「今までの子供に対しての怒り方が間違

いだということが分かった。これから正していこう

と思う。」といった感想もありました。 

今回の講演を通

して、当院が日本

で誇れる BFH 認

定病院となれるよ

う頑張っていきま

す。 

林 時仲 先生 永山 美千子 先生 
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末梢動脈疾患に対するカテーテル治療   内科医長 循環器専門医 中島啓介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界中では 30 秒に 1 本のペ

ースで糖尿病患者さんの足が切

断されていると言われています。

糖尿病以外にも高血圧症、脂質異

常症、喫煙なども足の血管の動脈

硬化を進め、血流不足の原因とな

ります。足の血管が詰まるか細く

なってしまう病態を末梢動脈疾患(PAD)といい、閉

塞性動脈硬化症(ASO)と同じものです。その症状は

血流不足により歩くと短距離でもすぐに足が疲れ痛

くなります。さらに重症化すると、潰瘍や壊疽とい

う足が腐ったような状態になることもあります。そ

れらを治療しても良くならない場合は、最悪、足の

切断をすることもあります。末梢動脈疾患の患者さ

んは元気に長く生きられないことも知られており、

５年生存率は 70%弱と消化器がんと同程度です。

また、他の動脈硬化性疾患も併発する頻度が高く、

脳梗塞、心筋梗塞で５割以上の方が命を落とすとい

われています。足が腐ったような状態を重症虚血肢

といいますが、その 1 年死亡率は 20%と高率で大

変怖い病気です。悪くならないうちに診断するには

定期的に検査することが重要です。 

診断の第一歩となる検査はとても簡単なもので

す。手足の血圧を測る検査で ABI（エービーアイ）

といいます。ABI の結果、必要があれば、造影 CT

や MRI を行い詳しく調べるのが一般的です。 

治療は内服、点滴、リハビリテーションも有効で

すが、根本治療としては、バイパス手術やカテーテ

ル治療が行われています。カテーテル治療は体への

負担が小さく、近年増加傾向にあります。当院でも

上下肢の末梢動脈疾患のカテーテル治療を行ってお

りますので、検査希望の方、治療について詳しく聞

きたい方は是非内科外来にてご相談ください。 

右外腸骨動脈高度狭窄例 

順行性血管造影所見 

ステント留置後 

逆行性血管造影所見 

左鎖骨下動脈慢性完全閉塞 

両側性血管造影所見 

ステント留置後 

逆行性血管造影所見

透析シャント静脈側高度狭窄例 

逆行性血管造影所見 

右総腸骨動脈慢性完全閉塞例 

逆行性血管造影所見 

ステント留置後 

順行性血管造影所見

バルーン拡張後 

逆行性血管造影所見

〈当院で実際に施行したカテーテル治療の例〉 

 

バイパス手術 

病変より先の動脈に別の血管や人工血管をつな

げ、血流を増やす治療。通常、全身麻酔で行う。 

 

カテーテル治療 

 血管を通してバルーンやステント（網目構造の金

属）を病変に持っていき、血管を拡げる治療。通常、

局所麻酔で行い、数日で退院できる。 
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小児科（要予約）

午前 受付時間　8：00～11：30 診療時間　9：00～12：30 （月）三種混合　15：00～15：30

月 火 水 木 金 （火）慢性疾患　14：00～16：00

1　診 波佐谷 追　分 波佐谷 循環器
※第1週　辻 波佐谷 （水）健康診断　14：00～

2　診 追　分 寺　本 南 追　分 中　島 　　　予防接種　15：00～

3　診 寺　本 辻 追　分 中　島 南 （金）予防接種　14：30～

坂　本 寺　井 坂　本 宮　永 寺　井
小 田ほか 産婦人科（要予約）

和　田 （月）（金）産後2週間健診　14：00～

桝　田 平井/上関 （水）産後1ヶ月健診　13：30～

その他

河原/長谷川 （水）糖尿病予防教室　14：00～15：00

（月）～（金）医療相談

越　後 永　岡 尾高
診療開始 10:00～ ※救急患者は、表示時間に関係なく

西　村 西　村 　診療いたします。

午後 受付時間　12：00～16：00 診療時間　14：00～17：00 　※表示日程は都合により、一部変更に

月 火 水 木 金 　なる場合があります。

1　診 佐々木 中　島 佐々木 南 循環器
1回/月(金大Dr.)

３　診 寺　本 　※午後の初診の方は、できるだけ15:00

三種混合 慢性疾患 健診･予防接種 予防接種 　　までに受付をお願いします。

桝　田 桝　田
馬渡･山田(隔週)

受付 15：00まで

馬　渡
受付 15：00まで

産後2週間健診 健　診 産後2週間健診

外来診療日程 平成25年1月1日現在

佐々木

桝　田

月曜日診療（月曜日が休日の場合、火曜日診療）

栗林/八重樫/角野/中嶋

浜　田 浜　田

小　幡

診療科

内　科

外 科
呼吸器外科
小 児 科
耳鼻咽喉科

産 婦 人 科

小 児 科

整 形 外 科 伊　藤・中　西
産 婦 人 科 山　城
脳神経外科

泌 尿 器 科

皮 膚 科

耳鼻咽喉科

健 診 室

眼 科

精 神 科

診療科

内　科

12 月からのニューフェイス 
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編集後記 

 お正月になるとついつい暴飲暴食をしてしまいます。いつまでた

ってもお酒の飲み方は 20 代前半と変わらないので、今年こそは大

人のスマートな飲酒(適量)を目指します。まだまだ寒い日が続きま

す。風邪などひかぬよう気を付けましょう。     ジム(ﾟ∀ﾟ)!! 

病院広報  発行：珠洲市総合病院 広報委員会   ご意見等がございましたら下記まで連絡お願いします。 

はぁとのおと   石川県珠洲市野々江町ユ部１番地１      Tel（0768）82-1181  Fax（0768）82-1191 

      http://www.city.suzu.ishikawa.jp/suzuhp/  E-Mail：byouin@city.suzu.ishikawa.jp 

① 小幡
お ば た

 美智
み さ と

 

② 小児科 

③ 金沢市 

④ 11 月までは金沢大学

病院に勤務していまし

た。まだまだ未熟者です

が地域の小児医療に貢

献できるように頑張り

ます。よろしくお願いし

ます。 

１2 月から着任した医師

１名を紹介します。 

① 名 前 

② 担当科・専門 

③ 出身地 

④ 抱負など一言 


